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荒尾市教育委員会 

  



 

 

令和４年７月 定例教育委員会 議事録 

 

1．日  時 令和４年７月２５日（月）１０時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 教育長 浦部 眞 

 委 員 旭田 國浩 

 委 員 渡邊 義専 

 委 員 深浦 淳美 

   委 員 谷本 ひとみ 

 
   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

橋本 張幸 学校教育課長

兼教育審議員 

村上 豊優 

生涯学習課長 宮脇 浩司 指導主事 池田 祐樹 

 指導主事 村上 弦大 指導主事 米村 光生 

 課長補佐兼学

務係長 

畑山 鉄也 

 

教育政策係長 田中 彰 

 給食センター

所長 

永吉 万寿美 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明 

 課長補佐兼社

会教育係長 

馬場 理恵子 スポーツ推進

係長 

前田 恵子 

 荒尾市少年指

導センター長 

前田 偉知雄   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和 4年 7月 25日（月）10時 00分 

              ○会議成立の確認（過半数出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（渡邊委員） 

 

 

1．前回会議録の承認（谷本委員） 

2. 議案 

 

【議第 39号 令和４年度荒尾市通学路交通安全推進会議委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

渡邊委員 

 

 

事務局 

 

旭田委員 

事務局 

 

学校や警察、道路管理者等、通学路における危険個所等を認識した際、どこ

に最初に相談すればよいか悩む保護者もいる。保護者の報告先としてはどこ

が一番適当か。 

まずは学校に相談いただきたい。通学路交通安全推進会議においては各校か

ら報告のあった危険個所について、点検や対策の協議を行っている。 

昨年度の会議において具体的に改善が図られた例はあるか。 

令和 3年度の通学路交通安全推進会議において点検対象となった八幡小付近

のコンビニエンスストア駐車場に隣接する交差点において、歩行者注意の立

て看板を設置した実績がある。学校からの要望では、交差点付近に横断歩道

を設置したいという内容であったが、会議において、警察や道路管理者等の

専門的見地から、逆に危険であるとの検討結果に至り、注意喚起を促す立て

看板の設置となった。 

 

 

 

【議第 40号 荒尾市公民館運営審議会委員の委嘱について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

谷本委員 

事務局 

谷本委員 

 

事務局 

 

 

 

中央公民館について、旧市立図書館のスペースはどう利用しているか。 

市立図書館の閉架書庫として利用している。 

中央公民館はかなり老朽化しているが、新図書館オープン後の維持管理や旧

五中等の既存施設を含めた公民館機能の移行の可能性について伺いたい。 

令和 4年度から新しい指定管理者となり、中央公民館とエポック荒尾は同じ

法人が管理し、施設の維持管理は指定管理者が行うこととしている。また、

旧五中は現在、主に市役所の物品倉庫として使用している。これらの施設は

老朽化しているものの、災害時の避難所として利用されている場所もあり、



 

 

 

 

谷本委員 

 

 

事務局 

 

今後の利活用を含めた在り方については、様々な方面から多角的に検討する

必要があると考えている。 

荒尾市公民館条例に定める利用料について、昨今の社会情勢を反映した値上

げの予定はあるか。利用者としては助かるが、施設の維持管理に必要な利益

を上げられているのかを憂慮する。 

直近の値上げは消費税率引上げ時であるが、制度改正や施設の更新による利

便性向上等の理由が無ければ改定に市民の理解を得難く、値上げの予定は今

のところ無い。利用料収入で利益を得るということも難しい状況である。 

 

 

 

【報告第 7号 荒尾運動公園施設の指定管理者の募集について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

深浦委員 

事務局 

 

旭田委員 

 

事務局 

「運動公園施設」とは具体的にどこまでの施設か。 

陸上競技場などの運動施設、公園施設（駐車場含む）、屋外トイレ、管理事務

所を対象とする。現在の指定管理者は荒尾市体育協会（2期目）である。 

これまで 5年間での指定管理の予算規模はどれくらいか。また、今後の選定

はどのように行われるのか。 

この 5年間の予算規模については、年間約 4,900万円、5年間で合計約 2億

4,500万円となっている。今後の選定については、応募のあった者の中か

ら、審査基準に基づき選定委員会において選定を行う。 

 

 

 

【その他（1） 7月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

渡邊委員 

事務局 

 

旭田委員 

事務局 

 

 

8月 7日開催のロアッソ熊本荒尾市タウンデイはどのようなイベントか。 

えがお健康スタジアム（熊本市）における無料の試合観戦及びサッカー教

室となっている。 

8月 23日開催予定の地域の人づくり講座とはどのようなものか。 

熊本県が行う事業で、今年 3年目となるが、各中学校区に 2名委嘱されて

いる学校地域協働活動推進員や学校の教諭等を対象とした研修である。今

回はコロナ禍での学校と地域連携について学習する予定である。 

 

 

 

【その他（2） 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 



 

 

事務局 

 

各委員 

教育長 

次回の第 8回定例教育委員会は 8月 26日（金）10時 00分から開催したい

と思うがいかがか。 

異議なし。 

それでは、次回の第 8回定例教育委員会は 8月 26日（金）10時 00分から

開催する。 

 

 

【その他（3） その他事項】 

渡邊委員 

 

 

 

事務局 

 

深浦委員 

 

 

事務局 

 

谷本委員 

 

 

事務局 

夏休み前の大雨の際、登校の取扱に関する学校からの一斉メールが不具合

により届かない事態が起こった。登校時間は雨足が特に酷かったため、学

校から連絡がないことを不安に思った保護者も多く、学校に多数の問い合

わせがあったと聞いている。今後、同様の不具合発生の可能性はないか。 

不具合発生の可能性はゼロではなく、不足の事態にも確実に情報伝達でき

るよう、事例を共有し各校での対策を促したい。 

情報伝達には児童一人ひとりに配備されているタブレットが活用できたの

ではないかと考えるが、当日は持ち帰っていなかったのか。 

また、夏休み期間中はどの学校もタブレットを持ち帰っているのか。 

持ち帰りについては、各校での対応となっており、先日の大雨の際を含

め、持ち帰りを行っている学校とそうでない学校とがあると思われる。 

一人ひとりにせっかく配備されているタブレットであるため、有効活用が

進むことを望む。また、学校ごと対応が異なるとは思うが、活用に関して

格差が生じないよう、校長会などを通じて働きかけをお願いしたい。 

タブレットの有効活用については、格差が生じることのないよう、校長会

などの機会を通じて学校にも啓発するよう努めたい。 

 

 

 

教育長    ○閉会宣言 令和 4年 7月 25日（月）  10時 38分 

※下線部につ 


